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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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　管理運営部門の皆さんの
　　ご協力をお願いします。

Q１　あなたの職場では事務運営はスムー
　　ズに流れていますか。
Q２　異動後の人員構成は適正でしたか。
Q３　１年で「ステップ3」まで移行する
　　としていますが、現状から考えて可能
　　だと思いますか。
Q４　超勤時間についてあなたが9月（10
　　月支給）に実際に従事した時間と支給
　　された時間をお聞かせ下さい。
Q５　昼休みは休めますか。　夏休みは取
　　れましたか。
Q６　「新人職員（専39期）は１年ですべて
　　の事務を経験」となっていますが、どう
　　思いますか。
Q７　KSKシステムが再リリースされま
　　したが、良い点、困った点は何ですか。
Q８　あなた自身の研修（OJTを含む）に　
　ついて、ご意見をお聞かせ下さい。
Q９　一元化初の確申期は、今のままで乗
　　り切れると思いますか。

一一
元元
化化
にに
関関
すす
るる

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
をを
実実
施施
中中

アンケートの設問は以下の項目です。

が
、
鳩
山
総
理
の
所
信
表
明

演
説
を
皮
切
り
に
、
い
よ
い

よ
は
じ
ま
っ
た
▼
自
公
政
権

の
下
で
広
が
っ
た
格
差
・
貧

困
問
題
の
解
決
、
雇
用
の
安

定
、
年
金
問
題
の
抜
本
解

決
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

廃
止
な
ど
国
民
の
命
と
暮
ら

し
に
直
結
し
た
課
題
が
山
積

し
て
い
る
▼
し
か
し
、
大
企

業
・
富
裕
層
優
遇
税
制
や
防

衛
費
、
米
軍
グ
ア
ム
移
転

費
、
駐
留
費
な
ど
「
聖
域
」

を
設
け
た
ま
ま
、
財
源
を
庶

民
増
税
と
抱
き
合
わ
せ
た

り
、
普
天
間
米
軍
基
地
移
設

問
題
の
ブ
レ
続
け
は
政
権
交

代
を
実
現
し
た
国
民
の
期
待

に
応
え
た
と
言
え
な
い
▼
民

主
党
の
圧
勝
は
、
国
民
か
ら

無
条
件
の
信
託
を
受
け
た
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
政
治
を

動
か
す
実
感
を
持
っ
た
国
民

を
甘
く
見
て
は
な
ら
な
い
。

〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
が
白
の

ダ
メ
ヅ
マ
リ
を
と
が
め
る
好

手
段
で
す
。

　

７
分
で
二
、
三
段
以
上
）

国
民
注
視
の

な
か
、
民
主

党
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
本
気

度
が
問
わ
れ

る
国
会
論
戦

忌引休暇に続き

非常勤職員に対する
一般定期健康診断の適用について(案）
　10月23日、人事院から表題について以下の
情報提供がありました。

1.　検討している措置の内容
（1）対象　1週間あたりの勤務時間が常勤職員
の2分の1以上である非常勤職員で、6ヵ月以上
継続勤務している者を対象として一般定期健康
診断を導入する。
※ 6ヵ月以上継続勤務していないが、6ヵ月以
上継続勤務することが明らかな非常勤職員につ
いても、受診できるように努めることとする。
（2）一般定期健康診断の内容（検査の項目、回
数等）　常勤職員と同様とする。
（3）一般定期健康診断の結果の利用等に関する
措置（指導区分、事後措置、保健指導、結果の
通知、健康管理の記録、検査の省略等）　常勤職
員と同様とする。
2.　規則の改正等（略）
3.　措置の時期　平成21年11月中旬公布、平
成22年4月1日施行を予定。

　概算要求額 
21年度
 当　初
 予算額

 国税庁概算
 要求の増減

10月
時点

　８月
　時点

 （億円）
  7,268

 （億円）
  7,433

 （億円）
  7,205

（組織）国税庁

  5,906  6,014  5,836  1　人件費

  1,362  1,419  1,369  2　一般経費

    470    488    474 ①情報化経費

    364    376    364　・KSK関係

    105    112    111　・IT推進

    140    147    138 ②納税者利便

      74    103      74 ③職場環境整備

    607    627    610 ④庁局署一般経費

      99    106      91　・アルバイト

      80      81      83　・旅費捜査費

一
般
経
費
や
営
繕
バ
ッ
サ
リ
切
る

　
　

月　

日
、
庁
窓
口
か

10

16

ら
、「
新
政
権
の
閣
議
決
定

を
受
け
、
財
務
省
と
の
調
整

の
結
果
、
概
算
要
求
総
額
は

８
月
時
点
の
７
４
３
３
億
円

か
ら
７
２
６
８
億
円
と
な
っ

た
」
と
の
伝
達
が
あ
り
ま
し

た
（
定
員
・
機
構
は
8
月
伝

達
と
同
様
と
説
明
）。

　

そ
の
概
要
は
左
表
の
と
お

り
で
、
一
般
経
費
は
前
年
度

の
当
初
予
算
額
を
下
回
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
な
項
目
は
（
単
位

は
億
円
）、
①
Ｋ
Ｓ
Ｋ
関
係

は
４
８
８
→
４
７
０
、
Ｉ
Ｔ

化
は
１
１
２
→
１
０
５
、
②

職
場
環
境
整
備
の
う
ち
、
庁

舎
整
備
は　

→
０
、
老
朽
化

１１

対
策
は　

→
７
、
震
災
対
策

１５

は　

→　

、
自
動
車
関
係
は

３３

２９

　

→　

、
④
ア
ル
バ
イ
ト
賃

２０

１５

金
は
１
０
６
→　

と
な
っ
て

９９

い
ま
す
。

　

官
庁
営
繕
経
費
も
8
月
時

点
の　

件
か
ら　

件
に
カ
ッ

35

19

ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
3
兆
円
超
の 

　

削
減
目
指
す「
行
革
刷
新
」

　

新
政
権
は　

兆
円
に
膨
ら

95

ん
だ
概
算
要
求
の
削
り
込
み

に
着
手
し
、「
要
求
段
階
比

3
兆
円
超
の
削
減
」
を
目
指

す
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ム
ダ
」の
最
た
る
も
の
と

決
め
つ
け
た
官
庁
営
繕
経
費

を
は
じ
め
、
有
無
を
言
わ
せ

な
い
一
般
経
費
の
「
削
り
込

み
」
が
強
行
さ
れ
た
場
合
、

署
の
事
務
運
営
や
職
場
環
境

の
整
備
等
に
支
障
を
き
た
す

事
態
も
起
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

選
挙
で
多
数
を
得
て
も
政

策
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、

国
民
の
理
解
と
合
意
を
得
る

こ
と
が
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ

ス
で
あ
り
、
不
可
欠
で
す
。

　

給
与
法
取
り
扱
い
の
交
渉

で
、
原
口
総
務
大
臣
は
「
公

務
職
場
で
働
く
人
達
が
や
る

気
を
持
て
る
よ
う
に
し
、
協

働
で
国
民
生
活
を
守
る
改
革

を
し
て
い
き
た
い
。
基
本
は

こ
う
し
て
話
し
合
う
こ
と
」

と
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
を

無
視
す
る
予
算
編
成
の
手
法

が
ま
か
り
通
る
こ
と
は
看
過

で
き
ま
せ
ん
。

（注）上記以外の一般経費は、国際化対策が10→10、税制
改正関係が1→21、税務大学が27→26、審判所が4→
4、酒類研究所が11→11億円となっています。

　

庁
が
示
し
た
「
一
元
化
ス

テ
ッ
プ
３
」
ま
で
の
ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

9
月
末
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
徴
収
部
長
会
議
で
、
庁

は
「
内
部
事
務
一
元
化
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
説
明
（
要

旨
）。

▼
ス
テ
ッ
プ
2
ヘ
の
移
行

　
　

月
な
い
し　

年
1
月
か

12

22

ら
ス
テ
ッ
プ
２
（
自
部
門
内

の
未
経
験
事
務
を
習
得
し
、

他
部
門
で
も
未
経
験
事
務
の

習
得
を
行
う
。
特
に
、
個

人
・
法
人
申
告
書
や
法
定
調

書
合
計
表
入
力
な
ど
を
で
き

る
だ
け
多
く
の
職
員
で
集
中

的
に
処
理
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）

　

―
早
い
段
階
か
ら
Ｏ
Ｊ
Ｔ

を
実
施
し
、
弾
力
的
・
効
率

的
な
事
務
運
営
が
可
能
と
す

る
こ
と
が
目
標
。

▼
ス
テ
ッ
プ
３
ヘ
の
移
行

　

ス
テ
ッ
プ
２
の
目
標
事
務

を
一
通
り
経
験
し
た
こ
と
が

一
つ
の
目
安
と
考
え
ら
れ
る

（
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
窓
口

事
務
を
Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
し
に
円
滑

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）

　

―
移
行
時
期
と
し
て
は
、

平
成　

年
7
月
の
定
期
異
動

22

時
期
な
い
し
人
事
異
動
の
影

響
が
落
ち
着
く
9
月
頃
を
目

標
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

非常勤職員の処遇改善

一般健診も適用に

朗 
報

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

「
苦
渋
の
選
択
だ
が
、人
勧
を
尊
重
」

　
　

月　

日
に
実
施
し
た
公

10

19

署
で
、
国
公
労
連
の
宮
垣
委

員
長
は
「
月
例
給
、
一
時
金

を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
勧
告

が
完
全
実
施
さ
れ
れ
ば
、
地

方
公
務
員
だ
け
で
な
く
、
５

８
０
万
人
労
働
者
の
生
活
と

地
域
経
済
に
甚
大
な
影
響
を

与
え
、
内
需
拡
大
に
も
逆
行

す
る
」
と
し
、
原
口
大
臣
の

見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

大
臣
は
「
民
間
の
労
働
条

件
が
極
め
て
悪
化
し
た
こ
と

を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
労
働
基
本
権
が
制
約

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

代
償
措
置
の
根
幹
を
な
す
人

勧
制
度
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と

は
当
然
、
と
い
う
の
が
基
本

姿
勢
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

宮
垣
委
員
長
は
「
勧
告
通

り
実
施
と
い
う
方
針
は
、
第

一
線
で
働
く
公
務
員
の
気
持

ち
か
ら
し
て
も
納
得
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
も
し
賃
下

げ
に
な
る
な
ら
、
そ
の
財
源

は
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善

に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

大
臣
は
「
本
当
に
苦
渋
の

決
断
だ
。
皆
さ
ん
と
の
協
働

で
国
民
の
主
権
と
生
活
を
守

る
改
革
を
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
場

で
お
話
し
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

国公労連　給与法の取

扱いで総務大臣と交渉

原口大臣

第
一
線
で
働
く
職
員
の
気
持
ち
届
か
ず

ム
ダ
と
い
う
の
か
！ 
老
朽
狭
隘
庁
舎
改
善

削り込み
概算要求
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声
は
突
き
抜
け
？

【
名
古
屋
東
分
会
】

　

庁
舎
１
階
事
務
室
。
受

付
で
は
静
か
に
お
客
さ
ん

は
待
っ
て
い
ま
す
。
で

も
、
事
務
室
は
賑
や
か
で

す
。
新
体
制
で
の
事
務
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
。
お
互
い
が
確
認
し
合

い
、
考
え
あ
っ
て
の
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
パ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
向

こ
う
は
お
客
さ
ん
で
す
。

声
は
ほ
と
ん
ど
突
き
抜
け

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

は
？　

各
署
も
や
は
り
、

同
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

一
元
化　

次
の
お
客
に

　

不
安
増
す

　

手
続
き
が　

わ
か
ら
ず

　

お
客
に　

つ
い
尋
ね

　

分
身
が　

４
人
も
い
れ

　

ば　

定
時
だ
な

　

休
む
に
も　

担
当
重
な

　

り
ゃ　

休
ま
れ
ず

た
ど
り
着
く
の
に
…

【
新
潟
県
支
部
】

　

管
理
運
営
部
門
に
配
置

さ
れ
た
管
理
運
営
事
務
提

要
・
端
末
機
操
作
要
領
（　
14

分
冊
）が
あ
り
、
目
次
だ
け

で
１
７
５
ペ
ー
ジ
に
な

る
。
目
的
に
た
ど
り
着
く

の
に
一
苦
労
す
る
。

　

確
申
期
は
、
申
告
書
の

入
力
、
審
査
、
監
査
、
部
門

間
の
書
類
引
継
、
受
付
と

相
談
窓
口
、
電
話
相
談

等
々
、
昨
年
以
上
に
大
変

に
な
り
そ
う
だ
。
足
り
な

い
分
は
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

等
で
補
え
と
い
う
が
、
限

界
が
あ
る
。

幹
部
の
チ
ョ
ン
ボ
！

【
南
大
阪
支
部
】

　

当
署
で
は
、
職
員
の
意

見
を
十
分
聞
か
な
い
ま
ま

内
部
事
務
一
元
化
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
強
行
し
ま
し

た
。
結
果
、
１
階
は
ギ
ュ

ウ
ギ
ュ
ウ
、
２
階
は
余
裕

と
い
っ
た
配
席
と
な
り
ま

し
た
。
異
動
後
の
新
体
制

で
一
元
化
フ
ロ
ア
ー
の
配

席
を
見
て
、「
す
ぐ
や
り
直

し
て
」
の
声
が
多
数
。
署

は
予
算
が
な
く
て
右
往
左

往
す
る
ば
か
り
。

　

と
り
あ
え
ず
、
少
し
の

改
善
と
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

が
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、

現
場
の
声
を
聞
か
な
い
幹

部
の
せ
い
で
職
員
の
苦
労

は
絶
え
ま
せ
ん
。

異
常
な
職
員
監
視

【
兵
庫
県
支
部
】

　

職
員
の
身
上
把
握
の
た

め
に
当
局
が
作
成
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
文
書
の
内
容
に

唖
然
と
し
ま
す
。

　

署
長
面
談
な
ど
で
、

ロ
ー
ン
が
ど
う
の
、
家
庭

が
ど
う
の
と
私
生
活
を
訊

か
れ
る
の
は
、
こ
う
い
う

当
局
の
指
示
が
あ
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。

　
「
把
握
す
べ
き
事
項
」
に

健
康
状
態
＝
通
院
し
て
い

る
病
院
・
頻
度
・
服
用
の

薬
・
治
療
方
法
等
／
住
宅

ロ
ー
ン
の
状
況
＝
共
済
、

公
庫
、
民
間
の
別
・
借
入

額
、
毎
月
と
賞
与
の
返
済

額
／
家
庭
状
況
＝
D
V
、

別
居
、
仕
送
り
、
裁
判
な

ど
家
族
内
の
問
題
等
々
。

　

最
近
の
職
員
管
理
（
監

視
）
体
制
は
異
常
で
す
。

座
を
認
め
る
要
件
は
例
示
に

と
ど
め
、
一
部
現
金
支
給
を

可
能
と
す
る
こ
と
を
含
め
柔

軟
な
運
用
と
す
る
こ
と
を
申

し
入
れ
る
と
と
も
に
、
現
時

点
で
の
見
解
を
明
ら
か
に
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

人
事
院
の
上
山
参
事
官

は
、
ム
ダ
ゼ
ロ
、
経
費
抑
制

の
観
点
か
ら
今
回
の
措
置
は

や
む
を
得
な
い
と
前
置
き
し

た
上
で
、
①
組
合
と
当
局
の

意
見
を
踏
ま
え
て
改
善
し
た

い
。
実
施
に
あ
た
り
、
準

給
与
振
込
問
題
で
人
事
院
交
渉

1口座化による混乱避けよ
　
「
給
与
振
り

込
み
口
座
を
原

則
１
口
座
に
制

限
し
、
来
年
２

月
か
ら
実
施
す

る
」
と
の
検
討

を
受
け
、
国
公

労
連
・
全
国
税

は　

月　

日
、

10

22

人
事
院
に
対

し
、
①
１
口
座

化
を
実
施
す
る

場
合
は
、
職
員

に
十
分
な
説
明

を
行
い
理
解
を

得
る
と
と
も

に
、
強
制
的
な

口
座
の
変
更
を

規
定
し
な
い
こ

と
、
②
第
２
口

備
・
経
過
期
間
を
設
け
、
本

格
実
施
は
来
年
５
月
以
降
を

考
え
て
い
る
、
②
複
数
口
座

を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
全
額

振
込
を
推
進
し
て
き
た
等
の

経
緯
も
あ
り
、
全
て
の
職
員

に
つ
い
て
一
律
に
１
口
座
に

限
定
す
る
こ
と
は
適
当
で
な

い
と
考
え
、
転
居
を
伴
う
異

動
等
を
し
た
場
合
に
お
い

て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ

ば
２
口
座
を
認
め
る
と
説
明

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
①
複
数
口

座
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
理

由
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
２

口
座
が
ム
ダ
と
い
う
認
識
は

お
か
し
い
、
②
新
た
に
手
数

料
負
担
を
す
る
位
な
ら
、
現

金
支
給
に
戻
せ
と
い
う
声
も

多
い
と
反
論
し
、
再
検
討
を

求
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
事
院
は
、
①

経
費
の
節
約
が
で
き
る
も
の

と
し
て
実
行
せ
ざ
る
を
得
な

い
、
②
現
金
支
払
い
要
望
が

高
ま
る
懸
念
は
あ
る
が
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
す

る
し
か
な
い
と
回
答
す
る
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
1
口
座
限
定
に

よ
る
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

申
し
入
れ
を
真
摯
に
検
討
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

〈
解
答
〉
黒
1
、
3
が
好
手
段
。

白
4
に
黒
5
か
ら
7
で
白
死

で
す
。
黒
1
で
3
は
白
4
黒

1
白
イ
で
失
敗
。
白
4
で
イ

な
ら
黒
ロ
白
5
黒
4
で
白
死

で
す
。

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

特
段
の
事
情
な
い
限
り
更
新
は
当
然

　

①
更
新
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
な
い
任
用
手
続
き
を
行

え
、
②
任
用
が
繰
り
返
さ
れ
て
も
、「
継
続
雇
用
」
で
は
な

い
と
主
張
せ
よ
、
③
更
新
で
は
な
く
、「
再
度
任
用
」
と
言

い
換
え
、
新
た
な
職
に
改
め
て
任
用
さ
れ
た
も
の
に
せ
よ

―
―
こ
れ
は
、「
継
続
雇
用
へ
の
期
待
権
」
侵
害
を
断
罪
し

た
東
京
高
裁
判
決
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
こ
と
し
4
月
発

出
さ
れ
た
総
務
省
公
務
員
課
長
通
知
の
概
要
で
す
。

　

通
知
は
、「
地
公
法
が
想

定
す
る
臨
時
・
非
常
勤
職
員

制
度
と
、
そ
の
実
態
が
か
い

離
し
て
い
る
」こ
と
を
あ
げ
、

継
続
雇
用
を
期
待
さ
せ
な
い

こ
と
を
強
調
す
る
な
ど
、
不

当
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

問
題
が
多
い
通
知
の
中

で
、
①
「
任
期
の
終
了
後
、

再
度
、
同
一
の
職
務
内
容
の

職
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
自
体

は
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
」
と
言
い
切
り
、
②
公
務

の
非
常
勤
職
員
の
雇
い
止
め

に
理
由
は
不
要
と
し
て
き
た

も
の
を
、「
能
力
実
証
の
結

果
」「
業
務
自
体
の
廃
止
」「
そ

の
他
合
理
的
な
理
由
」
が
あ

る
場
合
に
限
定
し
て
い
る
こ

と
は
注
目
す
べ
き
点
で
す
。

　

さ
ら
に
、
合
理
的
理
由
が

あ
っ
て
雇
い
止
め
を
行
う
場

合
で
も
、
事
前
の
十
分
な
説

明
や
他
の
職
の
紹
介
な
ど
の

配
慮
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
の
労
働
組
合
で
あ

る
自
治
労
連
は
、「
公
務
員

課
長
通
知
に
よ
る
攻
撃
を
乗

り
越
え
、
雇
用
の
安
定
を
か

ち
と
る
」
運
動
を
強
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
一
方
的
雇
い

止
め
に
歯
止
め

を
か
け
る
た

め
、「
更
新
す

る
場
合
が
あ
り

得
る
」
な
ど
と

記
載
し
た
任
用

通
知
書
を
「
原

則　

歳
ま
で
任

65
用
」、「
勤
務
実

績
を
踏
ま
え
、

特
段
の
事
情
が

な
い
限
り
更

新
」
と
明
記
さ
せ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
税
の
職
場
で
も
、
庁
局

署
当
局
が
労
働
者
の
権
利
を

尊
重
し
、
使
用
者
責
任
を
果

す
た
め
、
同
様
の
改
善
を
全

国
税
は
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

お
詫
び
／
前
号
は
、
本
来
通
巻
1
9
1
0
号
で
し
た
。

よ
っ
て
1
9
1
0
号
は
欠
号
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

男
性
と
同
率
の
数
値
目
標
掲
げ
よ

■
女
性
職
員
の
登
用
拡
大
■

　
　

歳
以
上
６
級
ポ
ス
ト
在

４０
職
率
は
、
男
性　

％
（
約
２

４６

万
９
千
名
中
１
万
３
千
名
）

に
対
し
、
女
性
は　

％
（
２

１７

　

対
応
し
た
堰
楽
課
長
補
佐

は
、「
登
用
拡
大
計
画
に
基

づ
き
、
引
き
続
き
増
加
に
努

め
る
」
と
の
曖
昧
な
回
答
に

終
始
し
た
た
め
、
女
性
部
は

「
年
次
採
用
者
の
処
遇
底
上

げ
が
急
務
、
６
百
名
を
６
級

ポ
ス
ト
に
昇
任
さ
せ
る
特
別

措
置
を
行
う
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
」
と
迫
り
、
昭
和　

年
４５

採
用
の
斎
藤
（
網
走
署
）、
西

岡
（
左
京
署
）、　

年
採
用
の

４６

山
内
（
東
大
阪
署
）、
志
賀

（
奈
良
署
）さ
ん
を
は
じ
め
年

次
採
用
者
を
目
に
見
え
る
形

で
発
令
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

■
行　

職
の
昇
格
改
善
■　

（二）

　

定
年
目
前
の
交
換
手
・
安

藤（
所
沢
署
）、
前
田（
港
署
）

１
２
２
名
中
３
７
１
名
）
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、「
男
子
職
員
と
同
等

の
数
値
目
標
」
を
明
示
し
た

登
用
拡
大
を
迫
り
ま
し
た
。

さ
ん
が
３
級
に
す
え
お
か
れ

て
い
る
こ
と
に
抗
議
し
、
庁

に
最
大
限
の
努
力
を
求
め
ま

し
た
。

　

補
佐
は
「
職
場
環
境
の
特

殊
性
等
を
訴
え
る
な
ど
、
一

人
で
も
多
く
の
職
員
が
昇
格

で
き
る
よ
う
、
人
事
院
に
強

く
要
求
し
て
い
る
」
と
の
一

般
論
に
終
始
、
人
事
院
と
の

個
別
協
議
の
状
況
に
つ
い
て

の
回
答
は
拒
否
し
ま
し
た
。

■
人
を
大
切
に
し
た
配
転
■

　

特
に
、
転
居
を
伴
う
配
転

は
最
小
限
に
と
ど
め
、
そ
の

場
合
も
事
前
打
診
を
励
行
す

る
な
ど
、「
人
を
大
切
に
す

る
人
事
」
を
行
う
よ
う
求
め

ま
し
た
。
補
佐
は
「
公
務
の

要
請
の
中
で
、
な
る
べ
く
本

人
の
織
り
込
め
る
よ
う
に
し

て
い
る
」
と
回
答
す
る
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

■
内
部
一
元
化
の
諸
問
題
■

　

①
誰
も
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

た
ず
に
突
入
し
た
た
め
、
非

効
率
な
事
務
処
理
が
大
量
に

発
生
し
、「
こ
れ
で
良
い
の

か
」
と
の
戸
惑
い
や
不
安
だ

ら
け
、
②
職
員
や
事
務
を
動

か
し
な
が
ら
、
当
局
は
試
行

錯
誤
せ
よ
と
責
任
を
回
避
す

る
対
応
に
終
始
、
③
ア
ル
バ

イ
ト
職
員
を
含
め
て
事
務
を

回
し
て
い
る
の
に
、
予
算
不

足
を
理
由
に
人
員
が
カ
ッ
ト

さ
れ
現
場
は
頭
を
痛
め
て
い

る
、
④
連
日
９
時
ま
で
残
業

せ
ざ
る
を
得
な
い
現
場
も
あ

り
、
超
勤
手
当
も
カ
ッ
ト
支

給
、
夏
休
み
も
昼
休
み
も
満

足
に
取
れ
な
い
等
々
、
現
場

の
実
態
を
次
々
と
明
ら
か
に

し
、
抜
本
的
な
改
善
を
行
う

よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

補
佐
は
「
試
行
で
は
な

か
っ
た
管
理
運
営
部
門
が
で

き
、
数
人
の
統
括
官
の
下
で

の
本
格
実
施
と
な
っ
た
が
、

人
員
配
置
は
十
分
行
っ
て
お

り
、
弾
力
的
運
営
で
一
元
化

が
定
着
す
る
よ
う
心
が
け
て

い
る
」
と
回
答
。

　

一
元
化
事
務
従
事
者
は
、

現
場
の
負
担
を
重
く
し
て
い

る
事
務
引
継
簿
や
各
課
連
絡

せ
ん
作
成
の
見
直
し
・
検
討
、

使
い
勝
手
が
悪
い
修
正
Ｋ
Ｓ

Ｋ
シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

■
セ
ン
タ
ー
の
労
働
条
件
■

　

電
話
相
談
従
事
者
か
ら
、

資
料
整
理
や
自
己
研
修
時
間

の
保
障
を
求
め
た
の
に
対

し
、
庁
と
し
て
も
検
討
す
る

姿
勢
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　10月16日、女性部は、実効ある女性職員の
登用拡大、職員を犠牲とした内部事務一元化の
抜本見直しを中心に、国税庁と交渉しました。

10・17女性部庁交渉ストップ！
非常勤職員
の雇い止め

総  
務  
省

課
長
通
知

更
新
の
期
待
抱
か
せ
る
な
と
圧
力

職
員
犠
牲
の
一
元
化
は
ゴ
メ
ン
で
す

登用拡大
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃


